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１．保育施設における安全管理について

• 昨今、保育所や認定こども園における死亡事故や重大事

故、虐待等が疑われる不適切な保育に関する事案が繰り返

し発生しており、「こどもの安全管理」や「適切な教育・保育

の実施」の重要性は、ますます大きくなっています。

• 各施設におかれては、これまでも適切な運営を行っていた

だいているところですが、改めて本研修を通して安全管理や

関係法令等の変更点等について再確認いただくとともに、各

施設の職員全員が、こどもや保護者の安全・安心について

意識し、適切な運営を維持していただくようお願いします。
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①（学校）安全計画の策定

②重大事故が発生しやすい場面等
ⅰ 午睡
ⅱ プール活動
ⅲ 食事
ⅳ 保育活動中の誤飲
ⅴ 園外活動
ⅵ 登降園管理
ⅶ 車両送迎

③不適切保育（虐待等が疑われる事案）に係る対応

④保育所等のホームページにおける性的な部位を
含む画像等の掲載等

２．保育施設における安全管理のポイント
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〇安全計画とは・・・こどもの安全の確保を図るための方針、体制、手順等を示した年間計画です。

(Point)

・保育所・認定こども園は、こどもの健康及び安全を確保しつつ、こどもの一日の生活や発達過程
を見通し、それぞれの保育の内容を組織的・計画的に構成して、保育を実施することが求められ
ます。（保育所保育指針）

・安全計画には、「施設設備の安全点検」、「施設の内外でこどもが安全に活動や取組をするため
の子どもと職員に対する安全指導」、「職員への研修や訓練」などの内容を盛り込み、園長など施
設の運営を管理する者が、計画的に取組を進めましょう。

・特に緊急時においては、組織的な対応が求められ、職員との連携や、保護者の協力は欠かせ
ません。策定した安全計画は、実際に保育を提供する職員に周知し、安全計画に記した研修や
訓練を通して、職員の共通理解を図っていくことが重要です。また、保護者に対しても、各施設の
こどもの安全に関する取組を周知し、家庭での安全教育の実施や、各施設における登園・降園の
ルールの徹底など必要な協力を求め、家庭との連携を図りましょう。（保育所保育指針）

参考通知等
• 保育所等における安全計画の策定に関する留意事項等について（令和４年12月15日厚生労働省子ども

家庭局保育課事務連絡、保育所安全計画例）
• 「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（第3章第6節「学校安全計画例」）

３．① （学校）安全計画の策定

保育施設における安全管理のポイント

（学校）安全計画の策定
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監査での確認点
（安全計画の策定の有無／安全計画の内容／職員と保護者への周知等／見直し方法 など）

【策定のポイント】

〇 令和７年度の安全計画となっているか。

・ 安全計画は、年間スケジュールです。令和６年度の実施状況
等も振り返りながら見直しを行い、令和７年度版として定めま
しょう。

・ 重要なのは、こどもの安全確保に関する取組について「いつ、
何をすべきか」整理することです。

（参考） 「児童の安全確保に関する取組と実施時期」
（保育所等における安全計画の策定に関する留意事項等について（令和４年12月15日厚生

労働省子ども家庭局保育課事務連絡、保育所安全計画例）抜粋）

※安全計画の様式は県HP

（https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/hoikusyotoujyourei

kaiseir4.html）にも掲載しています。

３．① （学校）安全計画の策定

（学校）安全計画の策定

保育施設における安全管理のポイント

安全計画策定後は施設職員とも共
有し、保護者への周知を忘れずに
行いましょう!!

5

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/hoikusyotoujyoureikaiseir4.html


• 日々の教育・保育は、「こどもの主体的な活動や相互の関わりを大切にすること。特
に、乳幼児期にふさわしい体験が得られるように、生活や遊びを通して総合的に保育
すること。」が、保育所保育指針や教育・保育要領においても求められれています。こ
どもの主体的な活動を尊重し、こどもが挑戦する体験など成長の機会を残す限り、そ
の過程で怪我が一切発生しないことは現実的に考えにくいものです。

• その前提に立ったうえで、各施設には、事故、特に死亡や重篤な事故とならないよう
予防に努めること、事故が発生してしまった場合に適切な対応を行うことが求められ
ます。

• この点について、「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のた
めのガイドライン」や各種事務連絡において「重大事故が発生しやすい場面」が示さ
れております。

• まずは、これら重大事故が発生しやすい場面を想定し、もしものときに備えることが重要です。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

重大事故が発生しやすい場面

保育施設における安全管理のポイント
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３．② 重大事故が発生しやすい場面等

重大事故が発生しやすい場面

V. 園外活動

VI.登降園管理

VII.車両送迎

I. 午睡

II. プール活動

III.食事

IV.保育活動中の誤飲

保育施設における安全管理のポイント
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〇 睡眠中のリスク除去

令和5年3月宮崎市の保育施設で、令和５年12月

東京都世田谷区の認可外保育施設で、いずれも、

うつぶせ寝で昼寝をしていた乳児が死亡する事案

が発生しています。

(Point)

• 医学的な理由で医師からうつぶせ寝をすすめ
られている場合以外は、乳児の顔が見える仰
向けに寝かせることを徹底してください。

• 午睡時は、年齢にかかわらず必ず職員がこど
もを見守り、こどもを一人にすることがないよう
徹底してください。

参考通知等

• 教育・保育施設等における睡眠中の安全確保の徹底について（令和6年2月15日5子育第2788号）

• 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン～施設・事業者向け～(平成28年3月)

• 子どもを事故から守る！事故防止ハンドブック(消費者庁)

• 事故防止及び事故発生時対応マニュアル-基礎編-(大阪市)

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅰ 午睡

保育施設における安全管理のポイント
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監査での確認点
（午睡時マニュアル・手引き等の確認／午睡チェック表の確認／職員への周知・啓発状況 など）

〇 睡眠中のリスク除去に係る配慮

① 部屋の明るさを、子どもの様子（子どもの顔色等）が分
かる程度にする。

② 安全な睡眠環境を整える。

例）子どもの顔に布団がかかっていないか/ぬいぐるみ
やヒモ（ひも状のもの）などが、子どもの近くにないか/

顔が埋まる隙間はないか/一つの布団に複数人子ども

が寝ているなど、他の子どもが、覆いかぶさる危険は
ないか

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅰ 午睡

保育施設における安全管理のポイント

※ 寝かせ方、睡眠環境に配慮することで、窒息・誤
飲・ケガなど事故を未然に防ぐことにつながります。

9



〇 監視役は監視に専念

プール活動・水遊びを行う場合は、監視体制の
空白が生じないよう、監視に専念する者とプール
指導等を行う者を分け、役割分担を明確にして配
置しましょう。
プール活動が始まる前に、職員に対して、見落と
しがちなリスクや注意すべきポイントについて事前
教育を実施しましょう。

(Point)

• 監視役は監視に専念する。

• 監視エリア全域をくまなく監視する。

• 動かないこどもや不自然な動きをしているこどもを見
つける。

• 規則的に目線を動かしながら監視する。

• 十分な監視体制の確保ができない場合は、プール活
動の中止も検討する。 など

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅱ プール活動

参考通知等
• 水難事故防止のための普及啓発について (令和5年8月31日こども家庭庁・文部科学省事務連絡)

• 動画「幼稚園等のプール活動・水遊びでの溺れ事故を防ぐために」 | 消費者庁

保育施設における安全管理のポイント
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監査での確認点
（プール活動マニュアル・手順等の確認／職員への周知・啓発状況 など）

〇 プール活動で見られる危ない場面

（こどもの行動）

・ プールのヘリに乗る、座る、またぐ、立つ

・ プール外から中をのぞき込む

・ プールの中で転んだこどもの上に乗ってしまう

・ ふざけて他のこども沈めて遊ぶ

（監視の役割が十分発揮されない行動）

・ 監視役の先生が活動時間中に片付け等別作業をする

・ こどもの相手をする

・ こどもの着替えやシャワーの手伝いをする

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅱ プール活動

保育施設における安全管理のポイント

※ こどもが溺れるときは、助けを求めたり苦しくて暴れると言った反応を伴うとは限らず、実際には静かに溺
れることも多いと言われています。動かないこどもや不自然な動きをしているこどもがいないかに留意しなが
ら監視をしましょう。
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参考通知等
• 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン～施設・事業者向け～(平成28年3月)

• 保育所における食事の提供ガイドライン(平成24年3月厚生労働省)

• 教育・保育施設等における食品等の誤嚥による窒息事故の防止について（令和6年1月25日こども家庭庁文部科学省・消
費者庁事務連絡）

〇 食品によるこどもの窒息・誤嚥事故

こどもの年齢月齢によらず、普段食べている食材
（豆やナッツ類、りんごや梨、ミニトマトやブドウ、カッ
トパン等）が窒息につながる可能性があることを認識
して、食事の介助及び観察をすることが重要です。

(Point)

• ゆっくり落ち着いて食べることができるようこどもの意志に合った
タイミングで与える。

• こどもの口に合った量で与える（一回で多くの量を詰めすぎない）。

• 食べ物を飲み込んだことを確認する（口の中に残っていないか注
意する）。

• 汁物など水分を適切に与える。

• 食事の提供中に驚かせない。

• 食事中に眠くなっていないか注意する。 など

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅲ 食事

保育施設における安全管理のポイント
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監査での確認点
（献立表の確認／窒息リスクの高い食材の提供状況の確認／給食会議記録の確認 など）

〇 窒息要因
【こども側の要因】
・ 食べる力（噛む、飲み込む等）
・ 食事時の行動

【食品側の要因】
・ 丸くてつるっとしているもの
・ 粘着性が高く、唾液を吸収して飲み込みづらいもの
・ 固くて噛み切りにくいもの

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅲ 食事

保育施設における安全管理のポイント

（参考）～食品による窒息 子どもをまもるためにできること～
（日本小児科学会 子どもの生活環境改善委員会）（抜粋）

※ 「こども側の要因」と「食品側の要因」をできるだけ減らし、それぞれの要因が重なる
ような状況を作らないよう調理担当者と保育士等による両面から配慮が必要。
お昼の給食だけでなく、おやつについても同様の配慮が必要な点に注意。
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参考通知等
• 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン～施設・事業者向け～(平成28年3月)

• 保育所におけるアレルギー対応ガイドライン(2019年改訂版)(平成31年4月厚生労働省)

• 保育所における食事の提供ガイドライン(平成24年3月厚生労働省)

〇 食物アレルギー

除去食、代替食の提供には、食事の提供プロセス
である「献立」、「調理」、「配膳①（調理室から食事を
出すときの配膳）」、「配膳②（保育室等での食事を
準備するときの配膳）」、「食事の提供」という一連の
行動においてどこで人的エラーが起きても誤食につ
ながることに注意が必要です。

(Point)
【人的エラーを減らす方法例】
• 材料等の置き場所、調理する場所が紛らわしくないようにする。
• 食物アレルギーのこどもの食事を調理する担当者を明確にする。
• 材料を入れる容器、食物アレルギーのこどもに食事を提供する食

器、トレイの色や形を明確に変える。
• 除去食、代替食は普通食と形や見た目が明らかに違うものにする。
• 食事内容を記載した配膳カードを作成し、食物アレルギーのこど

もの調理、配膳、食事の提供までの間に２重、３重のチェック体制
をとる。 など

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅲ 食事

保育施設における安全管理のポイント
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監査での確認点
（アレルギー対応マニュアルの確認／給食会議記録の確認 など）

〇 食事の提供の原則（除去食の考え方）

・ 生活管理指導表に基づいた対応

・ 安全を最優先した完全除去による対応

・ 保育所で「初めて食べる」食物がないよう保護者と連携 等

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅲ 食事

保育施設における安全管理のポイント

保育所におけるアレルギー対応ガイドライン
（2019年改訂版）研修テキスト（抜粋）

〇 重篤な食物アレルギーを有するこどもに
とって危険な場面

・ 小麦粘土を使った遊び・制作

・ 調理体験

・ 豆まき

※ 保育士・保護者・調理担当者等共通理解の下、組織的な対応が重要
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参考通知等
• 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン～施設・事業者向け～(平成28年3月)

• 子ども事故から守る！事故防止ハンドブック(消費者庁)
• こどもの安全のための新たな玩具規制について(令和5年7月3日こども家庭庁事務連絡)
• 「磁石」や「吸水樹脂ボール」の誤飲に注意！(令和4年3月24日消費者庁)
• Vol583消毒液・除菌剤の取扱いに留意しましょう。誤飲や眼に入る事故の発生が続いています！(消費者庁HP)

〇こどもが誤飲する危険性のある物の取扱い

ネオジム磁石性のマグネットセットや吸水樹脂
ボール、消毒液などの誤飲事故が発生し、消費
者庁から注意喚起が行われています。誤飲する
と危険な物は、こどもがいる部屋に置かないこと
や、手に触れない場所に置くことを徹底しましょう。

(Point)
• 玩具の対象年齢に十分注意しましょう。
• 日ごろから玩具などに破損がないか点検しま
しょう。

• こどもの手指消毒のために、消毒液・除菌剤
を使用する場合は、職員など大人の監視下で
使用するようにしましょう。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅳ 保育活動中の誤飲

保育施設における安全管理のポイント
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監査での確認点
（施設の安全点検記録簿 など）

〇 誤飲の危険性のあるものの目安
・ こどもの口の大きさは３歳児で直径約４cm。こ

れより小さいものはこどもの口にすっぽり入り、窒
息の原因になる危険があります。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅳ 保育活動中の誤飲

政府広報オンライン「えっ？そんな小さいも
ので？」子どもの窒息事故を防ぐ！（抜粋） ※日頃から安全な環境、安全に配慮された

製品を使うことを心掛けることが重要。

保育施設における安全管理のポイント
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参考通知等
• 保育所等の園外活動等における園児の見落とし等の発生防止に向けた取組の徹底について(令和4年4月11日厚生労働

省子ども家庭局総務課少子化対策総合対策室ほか事務連絡)

• 保育所等における園外活動時の安全管理に関する留意事項(令和元年6月21日厚生労働省子ども家庭局総務課少子化
総合対策室ほか)

〇園児の見落とし等の発生防止

保育所・認定こども園は、「保育中、常に全員
のこどもの動きを把握し、職員間の連携を密
にしてこどもたちの観察の空白時間が生じな
いようにする」ことが求められます。

(Point)

【園外活動時の安全管理に関する取組】
• 園外活動時には、目的地や経路について事前に安全確認を行う。
• 確認した内容を職員間で共有する。
• 園外活動時の職員体制とその役割分担、緊急事態が発生した場合の連絡方法等について検討する。
• 目的地への到着時や出発時だけでなく、必要に応じて随時、人数や健康状態を確認する。
• 散歩マップ、散歩計画の作成について検討する。 など

【事故発生時の対応に関する日常の備え】
• 事故が実際に発生してしまった際に適切な対応を行えるよう、緊急時に職員が取るべき措置の具体的内

容及び手順を定めたマニュアルを作成し、全職員の共通理解を図る。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅴ 園外活動

保育施設における安全管理のポイント

18



監査での確認点
（園外活動マニュアルの確認／散歩計画の確認／お散歩マップの確認 など）

〇 園外活動等において、こどもを自動車に乗せて移動する場合

・ 各施設が実施する園外活動など、こどもを自動車に乗せて移動する場合、
こどもを「乗車」「降車」させるときの両方において、点呼等の方法により所在
確認を行うことが義務化されていることに注意が必要です。

・ 所在確認の義務化が対象外となる自動車もないことに留意しましょう。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅴ 園外活動

保育施設における安全管理のポイント

福岡県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例
第６条の３（自動車を運行する場合の所在の確認）
児童福祉施設は、児童の施設外での活動、取組等のための移動その他の児童の移動のために自動車を運行するときは、児童の乗車及
び降車の際に、点呼その他の児童の所在を確実に把握することができる方法により、児童の所在を確認しなければならない。
（※幼保連携型認定こども園は、就学前の子供に関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律施行規則第27条で義務化）

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令について（令和４年12月28日厚生労働省子ども家庭局長ほか通知）
第二 改正の内容 １本則 改正省令により、以下２点を義務付ける。
① 園児等の通園や園外活動等のために自動車を運行する場合、園児等の自動車へ乗降車の際に、点呼等の方法により園児の所在を確
認すること。
②（略）
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参考通知等
• こどもの出欠状況に関する情報の確認の再徹底について（令和5年9月12日5子育第1296号）
• 保育所等の園外活動等における園児の見落とし等の発生防止に向けた取組の徹底について(令和4年4月11日厚生労働省
子ども家庭局保育課ほか事務連絡)別添6「園児の見落とし等の防止に関する各自治体の取組例や実例を踏まえた留意事
項」

〇 こどもの見落とし等の発生防止

保育所・認定こども園は、こどもをお預かりしてから、保護者へお返しするまで、「保育中、常に
全員のこどもの動きを把握し、職員間の連携を密にして子供たちの観察の空白時間が生じない
ようにする」ことが求められます。

(Point)

• 朝夕の保護者の出入りが多くなるタイミングで、園児の抜け出し事案が発生するリスクが高くなるため、
門扉の戸締りの確認や在園児の人数確認等、こどもの見守りを徹底すること。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅵ 登降園管理

監査での確認点
（登降園マニュアルの確認／保護者への登園・降園ルールの協力依頼の状況 など）

保育施設における安全管理のポイント

※ 令和４年11月には大阪府岸和田市、令和５年９月には岡山県津山市において、保育所を利用する家族
の車に置き去りにされたこどもが亡くなる事案が発生しています。こどもの欠席連絡等に関する保護者への
速やかな確認及び職員間における情報共有といった、在園児の登園・降園状況を的確に把握する日々の取
組が、施設外でこどもの身に起きる危機を救うこともあります。
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※ 安全装置の装備だけでなく、「児童の所在確認」も義務化されている点に注意。

〇 安全装置の装備の義務化

朝夕の送迎用の自動車を運行する場合は、その自動車に「ブザーその他の車内のこどもの見落と
しを防止する装置」を装備しなければなりません。（※座席が２列以下の自動車は安全装置に係る
義務付けから除外されます。）

これから車両送迎の開始をご検討中の施設においては、必ず以下のポイントを踏まえていただく
ようお願いします。

(Point)
・装備する装置は、国土交通省が令和４年12月20日に策定した「送迎用バスの置き去り防止を支

援する安全装置のガイドライン」に適合したものである必要があります。こども家庭庁HP（「安全

装置のリストについて」）にて、ガイドラインに適合する装置のリストが公表されているため、確認

の上設置してください。

・装備する安全装置は、「こどもの置き去り防止を支援する装置」であることを認識し、朝夕の送迎

時にこどもを降車させる際は、装備した安全装置等を活用し、こどもの所在確認を行うことまでが

義務となっていることに留意が必要です。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅶ 児童の車両送迎

保育施設における安全管理のポイント
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参考通知等
• 福岡県保育施設による児童の車両送迎に係る安全管理標準指針【改訂版】(令和5年2月福岡県)

〇 安全装置の適切な点検整備

・ 安全装置は、あくまでもヒューマンエラーによる置き去りを防止するうえでの補助的な役割
を果たすものであることを理解して、最後は人の目による確認が重要です。

・ 自動検知式の装置において、センサー不良により警報が作動しないなど装置の故障リスク
があることを理解し、点検整備の頻度・実施方法を適切に把握しておくことも忘れないようにし
ましょう。

〇 送迎車両へのラッピング等、こどもへの支援

• 外から車内の様子がほとんど見えないほどのラッピング等を使用することは、車内のこども
の存在が外から全く気付いてもらえなくなり、置き去りによる事故発生のリスクを高めます。

• 大人が万全の対策をし、こどもを絶対に見落とさないことが重要ですが、万が一車内に取り
残された場合、外部に助けを求めるための行動がとれるよう、こどもの発達に応じた安全指
導を行うこともこどもの安全確保に関する取組の一つです。

３．② 重大事故が発生しやすい場面等

Ⅶ 児童の車両送迎

監査での確認点
（送迎マニュアルの確認／こどもへの安全指導や訓練の実施状況／送迎車両の確認 など）

保育施設における安全管理のポイント
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〇 保育所等における虐待等の防止及び発生時の対
応等に関するガイドライン(令和5年5月こども家庭庁)

(補足)

• こども家庭庁が、「保育所等における虐待」と「虐待等と疑われる
事案（＝不適切な保育）」として整理しています。

• 本ガイドラインには、「保育所等における対応」についても記載さ
れているため、施設の職員とも共有をお願いします。

３．③ 虐待等が疑われる事案（不適切保育）に係る対応

施設内での不適切な保育に関する項目の整理(補足)

保育施設における安全管理のポイント

参考通知等
• 昨年来の保育所等における不適切事案を踏まえた今後の対策について（通知）
（令和5年6月5日5子育第395号）
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監査での確認点
（職員に対する研修の実施状況の確認／自己評価の実施状況の確認／相談・連絡体制の確認 など）

〇 こどもの権利擁護について

・ 保育所で行われる保育は「保育所保育指針」、幼保連携型認定こども園で行われる教育・保
育は「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に沿ったものでなければならず、提供する教
育・保育は「養護」の理念が基盤となってきます。

・ 心身の機能の未熟さを抱える乳幼児期のこどもが、その子らしさを発揮しながら心豊かに育
つためには、保育士等が、一人一人のこどもを深く愛し、守り、支えようとすることが重要です。

「養護：こどもたちの生命を保持し、その情緒の安定を
図るための保育士等による細やかな配慮の下での
援助や関わりのこと」

日々の保育の振り返り

（Point）

・ こどもの人権に配慮した保育となっているかの確認においては、各
職員が日々の保育について、振り返りを行うことが重要。

・ 振り返りにあたっては、「こどもにとってどうなのか」という視点から考
えていくことが大切。

保育の振り返りのためのツール
「人権擁護のためのセルフチェッ
クリスト（全国保育士会）」

振り返りの結果、こどもの人権擁護の観点から「望ましくない」と考え
られるかかわりをしていたかもしれないと思った場合も、それをきっ
かけに、保育の専門職としてさらなる保育の質の向上を目指してい
ただくことが、より良い保育に繋がります。

３．③ 虐待等が疑われる事案（不適切保育）に係る対応

保育施設における安全管理のポイント
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・ 施設のホームページにこどもの画像等を掲載するにあたっては、こどもの権利を守る観点か
ら、十分な配慮が必要です。

・ 令和６年度、保育所や幼稚園などのホームページにおいて掲載されていたこどもの性的な部
位を含む画像が、第三者により性的な目的で使用される事例がありました。

・ 保育所等において、こどもの性的な部位（※１）を含む画像等を、ホームページ等に掲載する
などして不特定・多数の者（※２）が閲覧可能な状態にすることのないよう、適切な対応をお願
いします。
（※１）性器・肛門・これらの周辺部、臀部又は胸部

（※２）その保育所等のこどもの保護者など閲覧できる者が限定される場合を含む。

注意喚起

４．保育所等のＨＰにおけるこどもの性的な部位を含む
画像等の掲載

参考通知等
• 保育所等のホームページにおけるこどもの性的な部位を含む画像等の掲載等について
• （令和6年5月7日こども家庭庁及び文部科学省連名事務連絡）
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